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皆
様
方
に
は
、
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
庭
に
満
開
の
桜
の
下
で
利
用
者
、
ご
家
族
、
職
員
が
手
造

り
の
弁
当
を
お
い
し
く
頂
き
、
新
年
度
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
本
年

度
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
新
年
号
と
な
り
国
民
一
同
、
新
し
い
気
持
ち
に

な
り
、
新
た
な
時
代
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
当
法
人
は
昨
年
、
広
島
県

福
山
市
に
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
園
さ
せ
、
他
県
へ
の
進
出
を
し

ま
し
た
。
今
年
は
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
、
日
中
作
業
所
を
開
園
し
ま
し
た
。
そ
し
て
玉
島
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
日
中
作
業
所
も
増
開
設
し
ま
し
た
。

無
事
開
園
で
き
ま
し
た
こ
と
、
関
係
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

て
個
人
的
な
事
で
す
が
、
学
園
玄
関
の
庭
に
家
族
会
の
皆
さ
ま
よ
り
、

私
の
尚
像
を
建
立
頂
き
痛
み
入
る
幸
福
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。
又
毎
年

八
十
八
ヶ
所
の
巡
礼
廻
り
も
今
年
で
十
年
を
数
え
、
十
回
目
の
結
願
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
八
回
歩
き
遍
路
と
し
て
歩
か
せ
て
頂
き
、
元
気

に
歩
け
る
身
体
を
授
け
て
く
れ
た
両
親
に
、
時
間
を
割
い
て
く
れ
た
職
員

に
感
謝
し
つ
つ
、
四
国
の
遍
路
道
を
杖
を
片
手
に
白
装
束
、
管
笠
、
荷
物

を
背
負
い
一
歩
一
歩
歩
く
時
、
今
ま
で
生
か
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
、
そ

し
て
生
か
し
て
く
れ
る
為
に
協
力
し
て
下
さ
る
方
々
に
感
謝
を
し
な
が
ら

私
が
何
を
し
て
お
返
し
す
れ
ば
い
い
の
か
問
い
、
今
や
っ
て
い
る
皆
さ
ま

の
要
望
の
多
い
社
会
福
祉
事
業
に
よ
り
協
力
す
る
こ
と
が
私
の
使
命
で
は

な
い
か
と
心
に
刻
み
、
私
な
り
に
一
歩
一
歩
で
あ
り
ま
す
が
、
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
日
前
田
隆
司
先
生
の
お
話
を
聞
き
感
動
し
ま
し
た
。
先
生
の
幸
福
論

は
、「
人
生
は
明
る
く
、
楽
し
く
、
笑
顔
で
二
つ
と
し
て
お
お
ら
か
に
、
な

る
よ
う
に
な
る
さ
と
考
え
三
つ
と
し
て
、
到
達
で
き
な
い
目
標
を
持
ち
、

四
つ
と
し
て
幅
広
い
交
遊
を
作
る
と
い
い
」
と
話
さ
れ
、
そ
し
て
遍
路
の

心
髄
の
前
向
き
の
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
目
標
に
向
か
っ
て
「
や
り
き
る
」

心
構
え
で
、
今
年
も
や
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
関
係
各
位
の

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
　
事
　
長

総
括
施
設
長

　

岡　

良
夫
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　住倉安土元気園 
　　住倉安土作業所

　

皆
様
に
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
滋
賀
県
近
江
八
幡

市
に
住
倉
安
土
作
業
所
を
開
所
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
や
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
開
所
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
三
仏
へ
の
道
の
り
が
続
く
岩
戸
山
の
自

然
や
周
囲
の
田
園
風
景
の
中
に
あ
り
、
と

て
も
静
か
な
環
境
の
中
で
過
ご
せ
て
お
り
ま

す
。
豊
か
な
自
然
の
中
を
散
策
し
た
り
、
創

作
活
動
等
の
個
別
活
動
を
し
た
り
、
利
用
さ

れ
て
い
る
方
が
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
よ

う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
十
四
名
の
方
が
利
用
さ
れ
、
ま
だ

ま
だ
手
探
り
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
笑
顔
や
楽
し
そ
う
な
会
話
が
飛
び
交

う
作
業
場
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
よ
り
良

い
居
場
所
の
提
供
が
出
来
る
よ
う
に
職
員
一

同
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

住
倉
安
土
作
業
所
を
開
設
し
て

安
原
　
章
仁

就労継続支援B型

生活介護

毎日、作業
頑張って
ま〜す！

広くて綺麗な
作業場で、毎
日楽しく活動
しています。
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住倉安土元気園
グループホーム住倉安土

　

こ
の
度
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
に
、
住
倉
安

土
元
気
園
を
、
平
成
三
十
一
年
四
月
に
開
所
し

ま
し
た
。
当
園
は
近
江
八
幡
市
の
地
域
生
活
拠

点
施
設
と
し
て
、
定
員
三
十
名
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
定
員
二
十
名
の
生
活
介
護
、
定
員

二
十
名
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
、
四
名
の
短
期

入
所
を
行
い
ま
す
。

　

日
中
事
業
所
に
当
た
る
建
物
は
、
安
土
健
康

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
悠
々
元
気
園
」
を
利
活
用

し
て
お
り
、
広
大
な
敷
地
に
作
業
室
や
食
堂
を

備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
園
の
あ
る
近
江
八
幡
市
安
土
町
内

野
は
周
囲
に
田
園
風
景
が
広
が
る
、
と
て
も
落

ち
着
い
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
住
倉
安
土
」
は
「
短
期

入
所
住
倉
安
土
」
と
合
わ
せ
る
と
、
男
性
が

二
十
二
室
、
女
性
が
十
二
室
あ
り
ま
す
。
四
月

か
ら
事
業
を
開
始
し
、
利
用
者
の
方
が
新
し
い

環
境
で
の
生
活
に
期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら

入
居
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
緒
に
ホ
ー
ム
の
仲
間
と
過
ご
す
内
に
、
お

互
い
が
楽
し
く
お
話
し
た
り
助
け
合
い
な
が

ら
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
利
用
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
方
々
に

と
っ
て
住
み
よ
い
施
設
に
な
る
よ

う
に
、
日
々
、
努
力
し
て
参
り
ま

す
。 住

倉
安
土
元
気
園
の
開
設

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
住
倉
安
土
　
久
保
　
敦
史

朝・夕と世話人
さんに食事を作ってもら
い、皆で楽しく食事をし
ています。食後は皆の憩
いの場となります。
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作業場内も設備が充実
し、活動しやすい空間
になっています。

就労Bの活動場
のビニールハウ
スです。

作業場室内の
写真です。

住倉八島作業所

　

こ
の
度
、
倉
敷
市
玉
島
八
島
に
多
機
能

型
事
業
所
住
倉
八
島
作
業
所
（
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
定
員
十
名
、
生
活
介
護
定
員
十

名
）
が
、
令
和
元
年
六
月
一
日
の
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
り
、
静
か
な

環
境
の
中
で
利
用
さ
れ
る
方
々
が
、
日
々

充
実
し
た
生
活
や
活
動
が
行
え
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
特
性
や

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を
提
供
す
る
と
共

に
、
身
体
機
能
保
持
を
目
指
し
、
自
立
生

活
の
意
欲
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

季
節
の
花
々
や
野
菜
の
苗
づ
く
り
等
の
園

芸
に
携
わ
る
こ
と
で
、
働
く
こ
と
へ
の
大

切
さ
や
楽
し
さ
、
達
成
感
を
実
感
し
て
頂

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん

一
人
一
人
の
目
標
の
実
現
の
為
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
心
を
込
め
て
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
倉
八
島
作
業
所

管
理
者
　
山
下
　
栄
太
郎
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春には、住倉学園でのお花
見や弥高山での　春のふれ
あいウォーク等、自然を感
じられる行事が多いです。

一日旅行や住倉
祭りなど、皆が楽しみに
している行事が沢山の夏。
住倉祭では『炭坑節』や　
地域の盆踊り『穂井田ええ
とこ』等を踊ります。

住倉大運動会、チャリティー
コンサート、秋のふれあい
ウォーク等の行事がありま
す。コンサートでは、作陽大
学の学生さん達による素敵な
演奏を皆で楽しみます。

年末には餅つき、年明けには
初詣と成人式があります。

年間行事
住倉グループ
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補助金・助成金を受けました

地 域 貢 献 の 様 子

　

玉
島
弥
高
地
区
を
始
め
と
す
る
各
地
区

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
素
よ
り
深

い
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
五
月
に
年
号
が
令
和
に
改
め
ら

れ
、
誰
も
が
一
生
の
心
に
刻
ま
れ
る
年
と

な
り
ま
し
た
。
当
法
人
も
国
が
掲
げ
る
地

域
共
生
社
会
に
沿
っ
た
福
祉
貢
献
、
障
が

い
者
と
地
域
の
方
と
「
和
」
を
も
っ
て
助

け
合
い
一
緒
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
を
大
切
に
、
地
域
を
大
切
に
今
年

度
に
お
い
て
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
共
に
助
け
合
う
社
会
福
祉
貢
献
を
行

え
る
よ
う
精
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

地
域
と
共
に

社
会
福
祉
法
人　

三
穂
の
園　

障
害
者
支
援
施
設　

住
倉
学
園　

施
設
長
　
川
上
　
裕
右

1,410,000 円
平成 30年 12 月 26 日

社会福祉法人　中央競馬馬主社会福祉財団
補助金額
納　車　日

ワークハウス住倉・服部 送迎車両

草刈りの様子 ウォーキングの様子



（7）令和元年７月16日 第27号

住倉グループに協力してくださった方々

（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

平
成
30
年
５
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

平
成
30
年
５
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

平
成
30
年
５
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

逸

見

幸

子

小

川

勝

子

山

田

妙

子

佐　

中　

ア
イ
子

阿

部

敬

子

蜂

谷

鉱

代
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本　

富
美
子

杉

原

瑞

穂

海

原
　

葵

井　

上　

美
津
子

李

　

康

烈

平
　
野
　
鉄
之
助

三

宅

道

夫

千

住

圭

子

安
　
田
　
美
都
子

濱

上

奈

緒

赤
波
根　

帆　

美

増

野

弥

代

村　

上　

結
佳
子

吉

澤

詠

子

岡

田
　

桜

板

野

和

希

北

川

真

子

逸

見

幸

子

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◆
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

川
崎
医
療
福
祉
大
学

住
倉
学
園
家
族
会

玉
島
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
保
護
者
会

倉
敷
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

岩
知
道
石
材
店

株
式
会
社
明
星

共
和
石
油
販
売
株
式
会
社

稲
岡
ガ
ラ
ス
店

㈲
ナ
ウ
建
築
設
計

小
原
商
店

岡
山
市
議
会
議
員

則　

武　

宜　

弘

倉
敷
市
議
会
議
員

難　

波　

朋　

裕

山　

田　

精　

一

水　

川　
　
　

一

三　

宅　

静　

代

川　

瀬　

善
一
郎

岡　

野　

好　

子

文　
　
　

孝　

幸

松　

本　

尚　

子

田　

浦　
　
　

薫

糸　

島　
　
　

猛

河　

野　

正　

則

原　

田　

長　

門

伊　

藤　

昌　

治

平　

尾　

光　

正

小　

山　

淳　

子

藤　

田　

和　

夫

竹　

内　

雅　

美

出　

宮　
　
　

始

猪　

木　

安　

子

新　

谷　

真
理
子

廣　

田　

直　

史

葛　

原　

充　

枝

安　

藤　

一　

志

妹　

尾　

千　

恵

宮　

森　

友　

絵

久　

安　

由
香
里

坂　

本　

京　

子

塩　

尻　

久　

彦

佐
々
木　

茂　

己

松　

村　

秀　

男

池　

田　
　
　

猛

藤　

村　

榮　

樹

片　

山　

結
希
人

端　
　
　

優　

介

奥　
　
　

礼　

慈

伊　

田　

さ
く
ら

市　

田　

悟　

士

田　

村　

蒼　

太

福　

田　

実　

咲

三　

宅　

裕　

子

池　

田　

明　

仁

村　

上　
　
　

蓮

廣　

森　
　
　

花

横　

山　

颯　

大

桒　

田　

柊　

馬

西　

尾　

日　

向

小　

林　

希　

空

西　

川　

潤　

海

前　

田　

湊　

斗

苅　

谷　

颯　

太

森　
　
　

広　

宣

伊　

藤　

世　

隆

中
国
短
期
大
学

岡
山
短
期
大
学

川
崎
医
療
福
祉
大
学

環
太
平
洋
大
学

株
式
会
社
ツ
ム
ラ
生
薬
本
部  

平
手　

豪
巳

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社  

岡
山
支
店

中
国
銀
行  

水
島
支
店

香
川
銀
行  

倉
敷
小
溝
支
店

矢
掛
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ぞ
み
会

株
式
会
社
中
本
屋
工
務
店

有
限
会
社
ナ
ウ
建
築
設
計　

稲
岡
ガ
ラ
ス
店

共
和
石
油
販
売
株
式
会
社

小
原
商
店

株
式
会
社
水
原
建
築
設
計
事
務
所

福
山
観
光
バ
ス

有
限
会
社
プ
ロ
カ
ロ
社

倉
敷
制
帽
株
式
会
社

難
波
プ
ロ
パ
ン
株
式
会
社

◆
ご
寄
附
物
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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資 産 の 部 負 債 の 部
  金　　　額 金　　　額

流動資産 1,348,608,580 流動負債 603,545,323
固定資産 3,120,364,653 固定負債 410,634,277
内訳　基本財産 2,708,522,624 負債の部合計 1,014,179,600
　　　その他の固定資産 411,842,029 純 資 産 の 部
　 基本金 217,066,614
　 国庫補助金等特別積立金 998,779,236
　 その他の積立金 125,353,922
　 次期繰越活動増減差額 2,113,593,861
  　　  純資産の部合計 3,454,793,633

資産の部合計 4,468,973,233 負債及び純資産の部合計 4,468,973,233

金　　額

サービス活動

増減の部

サービス活動収益計      1,583,232,635

サービス活動費用計      1,314,220,841

サービス活動増減差額（Ａ） 269,011,794

サービス活動

外増減の部

サービス活動外収益計      16,328,877

サービス活動外費用計      3,040,881

サービス活動外増減差額（Ｂ） 13,287,996

経常増減差額（Ｃ）＝（Ａ）+（Ｂ） 282,299,790

特別増減の部

特別収益計          439,037,062

特別費用計          419,236,360

特別増減差額（Ｄ） 19,800,702

当期活動増減差額（Ｅ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 302,100,492

前期繰越活動増減差額（Ｆ） 1,812,124,778

当期末繰越活動増減差額（Ｇ）＝（Ｅ）+（Ｆ） 2,114,225,270

その他の積立金取崩額（Ｈ） 1,620

その他の積立金積立額（Ｉ） 633,029

次期繰越活動増減差額（Ｊ）＝（Ｇ）+（Ｈ）−（Ｉ） 2,113,593,861

金　　額

事業活動に
よる収支

事業活動収入計 1,599,537,083

事業活動支出計 1,251,897,293

事業活動資金収支差額（Ａ） 347,639,790

施設整備等に
よる収支

施設整備等収入計 427,904,579

施設整備等支出計 699,482,116

施設整備等資金収支差額（Ｂ） △ 271,577,537

その他の活動に
よる収支

その他の活動収入計    20,192,399

その他の活動支出計    8,707,791

その他の活動資金収支差額（Ｃ） 11,484,608

当期資金収支差額合計（Ｄ）＝（Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ） 87,546,861

前期末支払資金残高（Ｅ） 762,623,123

当期末支払資金残高（Ｆ）＝（Ｄ）＋（Ｅ） 850,169,984

事業活動計算書
（自）平成 30 年４月１日　（至）平成 31年３月31日　（単位：円）

資金収支計算書
（自）平成 30 年４月１日　（至）平成 31年３月31日　（単位：円）

貸 借 対 照 表
平 成 3 1 年 3 月 3 1 日 現 在 （単位：円）

　住倉箭田作業所は、開所して今年で10周年となりました！
　今後も、就労継続支援Ｂ型、生活介護の活動を通して充実感・やりがい
を感じられるよう支援をしていきます。

住倉箭田作業所 10周年


